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14. ロボット支援下 Heller-Dor手術．第 28回四国内視鏡外科研究会 2014年 (高知) 

15. 頸部食道癌に対する手術のタイミング When should we conduct surgery for cervical esophageal 

cancer?  第 114回日本外科学会定期学術集会 2014年（京都） 

16. T4 食道癌に対する食道ステント治療と食道バイパス手術の検討．第 57 回関西胸部外科学会学術集会 

2014年（大阪） 

17. 進行食道癌に対する食道ステント治療と食道バイパス手術の検証.第 69 回日本消化器外科学会総会,要

望演題 24 緩和治療における消化器外科医の役割 2014 年（福島） 

18. 開胸食道切除術後の心血管イベント発症防止に対する塩酸ランジオロールの周術期投与関する検討. 

口演 食道 2 周術期管理 OE-07, 第 67回日本胸部外科学会定期学術集会 2014 年（福岡） 

19. 食道切除術における予防的ランジオロールの臨床試験結果と今後の展望.口演,一般演題 IV 演題番号

21, 第 35回四国食道疾患研究会 2015年（高松） 

20. 合理的な食道胃接合部癌の術式選択を目的とした CT lymphography.一般演題 食道 画像診断, 

OP-215-7, 第 115回日本外科学会定期学術集会 2015年（名古屋） 

21. 当科における cT3-4 進行食道癌に対する胸管温存食道亜全摘術.一般演題 食道 2, O-97,  第 58 回

関西胸部外科学会学術集会 2015 年（岡山） 

22. 食道胃接合部癌に対するセンチセルリンパ節ナビゲーションサージェリー（第 2 報）一般口演 食道, 

O-24-4, 第 40回日本外科系連合学会学術集会 2015年（東京） 

23. 当科における食道癌狭窄・穿孔の治療－バイパス手術とステント挿入－.一般演題 ポスター45 P45-1 

バイパスとステント 第 69回日本食道学会学術集会 2015年（横浜）  

24. 当院における食道切除術後有茎小腸による食道再建術－胃切除の既往による比較検討－.一般演題

165(ミニオーラル), P164-6, 第 70回日本消化器外科学会総会 2015 年（浜松） 

25. α 線を用いた HER-2 標的治療 乳管内アプローチの試み.一般演題 バイオマーカー 口演 第 12 回

日本乳癌学会中国四国地方会 2015 年（徳島） 

26. Rational approach for esophago-gastric junctional carcinomas using preoperative CT lymphography. 

FACO Surgery Session 4 Oral 第 53回日本癌治療学会学術集会 2015 年（京都） 

27. 食道胃接合部癌に対する術前 CT lymphography の有用性．OP-084 一般演題（84）「食道 診断」口演 第

116回日本外科学会定期学術集会 2016年（大阪） 

28. Poor risk 食道癌患者に対する縦隔鏡下食道切除術．VF4-3 Video Forum 4 「縦隔鏡下手術」口演 第

70回日本食道学会学術集会 2016 年（東京） 

29. 当科における食道切除術後の逆流性食道炎の現状.SF5-4 Special Forum 5 「食道癌術後障害」口演 第

70回日本食道学会学術集会 2016 年（東京） 

30. 当科における縦隔鏡下食道切除術の取り組み．第 3 回非開胸セミナー．口演 第 70 回日本食道学会学

術集会 2016年（東京） 

31. 術前 CT リンパ管造影を用いた食道癌におけるセンチネルリンパ節・ナビゲーション・サージェリー．

ワークショップ 8 消化器外科手術におけるナビゲーションサージェリー 口演 第 71回日本消化器外

科学会総会 2016年（徳島） 

32. 非胸腔アプローチを用いた食道切除術 Left recurrent nerve lymph node dissection via non-thoracic 



approach (with mediastinoscope) in cadaver models.要望演題 10 非胸腔アプローチを用いた食道

切除術 口演 第 29回日本内視鏡外科学会総会 2016年（横浜） 

33. 術前化学療法後に根治術が施行された進行食道癌における pN0の意義.ポスターPS181-1.「食道-術前補

助療法」第 117回日本外科学会定期学術集会 2017年（東京） 

34. 食道癌における術前化学療法時代における術前化学放射線療法．パネルディスカッション PD2-2. 癌治

療における外科治療の役割 第 26回日本癌病態治療研究会 2017年（東京） 

35. T４食道癌に対する集学的治療と課題．第 118回日本外科学会定期学術集会 2017 年（東京）  

36. 当科における縦隔鏡下食道切除術の取り組み．第 61回関西胸部外科学会学術集会 2018年（名古屋） 

37. Significance and challenge for standardization of Chemotherapy-based tri-modality therapy in 

esophageal cancer．ワークショップ 3 ：第 4版ガイドラインの効果とさらなる普及への検証 第 72回

日本食道学会学術集会 2018年（宇都宮）  

38. Novel diagnostic approach for lymph node metastasis using CT lymphography in cT1 esophageal 

cancer．口演．第 73回日本消化器外科学会学術集会 2018 年（鹿児島） 

39. 未固定カダバーによる教育と研究〜徳島大学の取り組み〜．CST推進委員会・厚生労働班会議合同企画 

ワークショップ 外科領域における献体使用の現状と展望．第 119 回日本外科学会定期学術集会 2018

年（大阪） 

40. 食道胃接合部癌における原発巣からのリンパルートと至適リンパ節郭清．一般口演１ セッションテー

マ Barrett 食道 第 73回日本食道学会学術集会 2018 年（福岡） 

41. 食道胃接合部癌における CTリンパ管造影を用いた至適リンパ節郭清．食道：シンポジウム 第 62回関

西胸部外科学会学術集会 2018 年（徳島） 

42. Strategies based on the efficacy of preoperative DCF in cStage II/III thoracic esophageal cancer. 

Symposium1 Evaluation of neoadjuvant therapy for esophageal cancer and postoperative treatment 

option. 第 74回日本消化器外科学会総会 2019年（東京） 

43. 隣接臓器浸潤を伴う局所進行食道癌に対する集学的治療 Oncological Emergencyへの対応と食道バイパ

ス手術併用による QOL の評価．《パネルディスカッション》 第 72 回日本胸部外科学会定期学術集会

2019年（京都） 

44. 食道胃接合部癌に対する術前 CT リンパ管造影の有用性の検討．ポスターセッション B：一般（臨床系）

第 260 回徳島医学会学術集会（令和元年度冬期）2020 年（徳島） 

45. 術前 CT リンパ管造影により得られる食道胃接合部癌に対する至適リンパ節郭清．サージカルフォーラ

ム 第 120回日本外科学会定期学術集会 2020 年（横浜・WEB開催） 

46. 食道外科手術におけるカダバートレーニングの経験と展望．特別企画  食道１  Special 

Program(Esophagus)1 第 73回日本胸部外科学会定期学術集会 2020 年（名古屋・WEB開催） 

47. 切除可能胸部食道癌に対する術前 DTX+5-FU+CDDP 療法の個別治療と組織学的評価の意義．特別企画 4  

臨床医と病理医の邂逅と創造「臨床医から病理医へ、病理医から臨床医へのアドバイス」（領域横断的

セッション）第 74 回日本食道学会学術集会 2020年（徳島・ハイブリッド開催） 

48. 食道胃接合部癌における術前 CT リンパ管造影検査による個別治療の実現．シンポジウム 食道胃接合

部癌に対する至適な手術術式【International】第 121 回日本外科学会定期学術集会 2021年（横浜・WEB

開催） 

49. 反回神経麻痺回避のための左頸部アプローチによる縦隔鏡下左反回神経周囲リンパ節郭清の工夫． シ

ンポジウム 2「合併症軽減のための取り組み」第 96回中国四国外科学会総会・第 26回中国四国内視鏡

外科研究会 2021年（松山） 

 



座長 

第 88回中国四国外科学会総会（徳島） 2013.9.13 14:35～15:07 

食道１ 演題 73－76 

 

第 34回四国食道疾患研究会（徳島）2014.2.1 12:50-13:50 

一般演題 I 演題（1）―（6） 

 

第 22回徳島術後管理研究会（徳島）2014.3.1 14:10-15:10 

一般演題 I 演題（1）―（4） 

 

第 19回中国四国内視鏡外科研究会 (島根) 2014.9.5 14：10-14：58 

一般演題「胸部・食道」E-01～E-06 くにびきメッセ 5F 501大会議室(第 2 会場) 

 

   第 76回日本臨床外科学会総会（福島）2014.11.20 9:00-10:00 

   研修医セッション 食道・甲状腺 郡山市民文化センター4階 第 4会議室（第 5会場） 

 

  第 69回手術手技研究会（群馬）2015.5.15 14:06-14:54 

   サージカルフォーラム SF-09 上部消化管 3 高崎ビューホテル 3F あかぎ II（第 2会場） 

 

  第 20回中国四国内視鏡外科研究会（岡山）2015.9.12 10:45-11:27  

   後期研修医セッション 4 岡山コンベンションセンター 3F 301会議室（第 3会場） 

 

   第 77回日本臨床外科学会総会（福岡）2015.11.28 13:25-14:00 

   研修医セッション 内分泌 第 22会場 福岡サンパレス（2階 平安） 

 

  第 71回日本消化器外科学会総会（徳島）2016.7.15 9:50-11:30 

   ワークショップ 12 アスティー徳島 第 2 特別会議室 （3階、第 6会場） 

  共同座長（順天堂大学 梶山美明先生） 

 

  第 50回制癌剤適応研究会（徳島）2017.3.17 14:35-15:40 

  一般口演・肺・乳腺・その他 

 

   第 60回関西胸部外科学会学術集会（大阪）2017.6.22 11:00-12:00 

  一般口演５・食道１ 

 

  第 72回日本食道学会学術集会（宇都宮）一般演題 ポスター 7 「食道破裂・穿孔 1」 

  2018年 6月 28日(木) 17:10～18:00．会場：ホテル東日本宇都宮 ポスター会場 

 

  第 73回日本食道学会学術集会（福岡）セッション：一般演題 ポスター211 再発の治療２ 

  2019年 6月 7日(金) 15:55～16:37．ポスター会場 1（福岡国際会議場 2階 多目的ホール） 

 

 第 73回日本胸部外科学会定期学術集会（名古屋）Best Presentation Award 2020 年 11月 1日 



 11:45-13:15 指定討論者 第 1 会場（名古屋国際会議場） 

 

第 64回関西胸部外科学会学術集会（WEB開催）一般演題 食道１  

2021年 6月 17日〜6月 19日  

 

第 75回日本食道学会学術集会（WEB開催）ポスター27 手術・その他１ 2021 年 9月 23日〜24日 


